
作物モデルを用いた灌漑必要水量予測と
気候変動影響評価

研究のシーズ

（吉田ら：2014、2021）

収量安定化戦略



MIROC5 RCP8.5シナリオの気温を入力し、
2100年までの土壌ECの変化をHydrus1D
を用いて予測

適応策：地下水位を10㎝下げる

塩類集積を緩和すること
が可能（Ex.部分的植林）

雨期平均EC濃度

在来品種の栽培
には約120日必要。
将来は３ｄS/mを
下回る日数は90
日程度に減少

3ｄS/mを閾値としたコメの栽培可能日数

対策なし

地下水位
-5㎝

地下水位
-10㎝

研究のシーズ 東北タイ土壌塩類集積に対する気候変動影響評価
Yoshida、2021

Pic.1 対象地の塩類集積の様子

タイ国の東北部では将来気候
条件下で塩類集積地域の
拡大が懸念されている。

⇒栽培可能な作物の
選択の幅が狭まる



研究のシーズ 流域治水の実現に向けた農家と下流住民の
対話と水防災意識の協創 Yoshida、2023

農地が有する雨水貯留機能を強化
①田んぼダム、②遊水地化

取り組みを強化したい

住民ワークショップを行い、農家
と住民の対話により、お互いの
理解を促す。農地を浸水させる
ことの是非について、行政・農
家・住民の役割をロールプレイ
により演じてもらい互いの感じ
方を共有。必要な支援の検討

グラフィックレコーディング



研究のシーズ 確率論的リスク評価に基づく農業生産適地の検討
信岡・吉田、2021

日本全国のアメダス観測所におけ
る気象ハザードを確率論的に評価
すると共に，気象要因が特定の作
物に対して及ぼすであろうリスクの
時代別変化から、対象作物の生産
適地について考察



研究のシーズ 再湿地化に伴う泥炭からのCO2放出量と火災
リスクの低減効果 Yoshida、2017



研究のシーズ ため池が有する生態系サービスの見える化と
認証制度による持続的維持管理 Yoshida、2015

1930年 2000年
Fig. ジャカルタの土地利用変化

都市化による農業従事者が減少により、多く
のため池は管理者不在により放棄されている。
（1930年1000か所⇒2000年300か所に減少）

ため池が有する水質浄化や洪水緩和などの
生態系サービスが失われ水環境リスクが増大

溜め池の管理を誰が行うべきか，また，その費用を
支払うべき受益者がどのように変化したか．



ICT自動給排水栓を用いたリアルタイム水管理による
田んぼダム・洪水緩和効果の評価

研究のシーズ

（吉田ら、2014）



ドローン＋水・熱2層モデルによる作物の
水ストレス・高温ストレス評価

研究のシーズ

（吉田ら：2014）

白未熟対策



研究のシーズ 水・物質動態モデルを用いた肥培管理
の最適化と環境影響評価 Yoshida、2017
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図1 インドネシア国チタルム川流域
施肥シナリオ（施肥量の最適化）
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